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広葉樹林の管理・利用に関する調査 

 広葉樹林(写真１)は島根県の森林面積の半分以上を占

めており、パルプやチップ(写真２)などに利用される価

値ある資源です。そのため、広葉樹林を計画的に管理し

利用する必要がありますが、現在管理計画を立てる際に

使われ、島根県内の広葉樹林蓄積の目安となっている蓄

積表と現実林分の値が離れています。 

 そこで、本研究では県内の広葉樹林を調査したデータ

を解析して、広葉樹林の蓄積を算出します。 

①「森林資源モニタリング調査」の資料を基に蓄積を  

 算出 

②過去の毎木調査(写真３)データから蓄積を算出 

①②をＨ２４年度にまとめた調査結果に追加し、島根県

の広葉樹林の蓄積を推定します。 

 

※「森林資源モニタリング調査」とは、Ｈ１１年から始

まった、全国で統一した方法で行われている森林調査で

す。 

 

 島根県の広葉樹資源の目安である「島根県ヘクタール当たり標準蓄積表」の改訂をおこなうことで、より計

画的な伐採・利用が期待されます。 

広葉樹林の管理・利用に関する調査（研究期間：H25） 
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森林の 

施業管理 

研究の背景・目的 

研究方法 

研究成果の活用・今後の研究計画 

写真１ 広葉樹林 

研究状況 

 Ｈ２４年度の調査結果では、１８齢級を除く２～１９

齢級について結果を得ました。しかし、調査地の少ない

齢級があるため引き続きＨ２５年度も調査を行います。 

 

※「齢級」とは５年を１齢級とする木の年齢の数え方で

す。(例：5齢級＝21～25年生の林を指します) 

チップの写真 

毎木調査の写真 

写真３ 毎木調査の様子 

写真２ 枝などを破砕してチップにする作業 


